
沼田署管内では「転倒災害」が 急増 しています。

転倒災害は、すべての職場で発生する可能性があります。

職場での転倒の危険性は、働くすべての人が問題意識を持っ
て原因を見つけ、対策をとることで減らすことができます。

たかが「転倒」と侮るなかれ！

あせらない急ぐ時ほど落ち着いて
転倒災害防止対策に取り組み、「安全・安心な職場づくり」

を進めましょう！

資料：労働者死傷病報告（令和5年群馬労働局）

「転倒災害」は、毎年、休業４日以上の労働災害の中で最も多く
発生しています。50歳以上が全体の7割以上を占め、特に女性は
加齢とともに骨折のリスクも増大します。
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🖊転倒災害防止のためのチェックシート🖊

チェック項目

１ 通路、階段、出口に物を放置していませんか □
２

床の水たまりや氷、油、粉類などは放置せず、
その都度取り除いていますか □

３
安全に移動できるように十分な明るさ（照度）が
確保されていますか □

４ 転倒を予防するための教育を行っていますか □
５

作業靴は、作業現場に合った耐滑性があり、
かつちょうど良いサイズのものを選んでいますか □

６
ヒヤリハット情報を活用して、転倒しやすい場所の
危険マップを作成し、周知していますか □

７
段差のある箇所や滑りやすい場所などに注意を
促す標識をつけていますか □

８
ポケットに手を入れたまま歩くことを禁止して
いますか □

９
ストレッチ体操や転倒予防のための運動を取り
入れていますか □

チェックの結果はいかがでしたか？

問題のあったポイントが改善されれば、きっと
作業効率も上がって働きやすい職場になります。

どのように改善するか「安全委員会」などで、全員で
アイディアを出し合いましょう！

（R6.9）

☑

あなたの職場は大丈夫？

転倒の危険をチェックしてみましょう

群馬労働局ホームページ
「STOP!転倒災害プロジェクト」
をチェック！沼田労働基準監督署


